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菅野用語に馴する私見（1）
（山 本 生）
　吾人は本誌の創刊以來たび却々天文用語について學界の注意を呼び起さう
と力めてみる。（本誌第12號第249頁や，同第120熟睡209－210頁に此の要求の
室意は審されてあるから，暗者は是非くりかへし見て頂きたV・．）ところが如
何なる事情によるか知らないが，此のマジメな問題の研究が，今尚ほ國内の
灌記者聞には顧みられす，學俗界は鼓し其の日暮し「をやってみる闇に，天文
弓術の進歩や普及は釜池盛んになり，事態は愈々複雑になって行くやうに見
える，ついては，日頃此の事に關して可なりの關心を持ってるる筆者は，さ
き頃，畏敬する野尻抱影氏から新著L星座神話■を贈られ，其れを讃み行くう
ち，天文用語についての考察を大に刺戟された鮎が多v・ので・今は只一雨冷
俗界の自然の成り行きに委せ戴くに堪えす，とりあへす，李素抱懐する所を
磯表して，自らの主張を明らかにし，叉，ひろく枇會各方面の人士からの批
評を仰ぎたいと思ふ次第である．
　こ～に筆者が問題とするのは，言ふまでもなく天文學術の記載に用みる邦
文用語である．朝口ち，日本語とV・ふ昂揚からの考慮である．此の立揚から見
て，筆者は，
　（1）本身の日本語朝野，我が日本ノvが其の民族の惰気や，生活態度，　gee
特な語源，榑化法等から見て，正しい邦語を，學術語にも生かしたいと思っ
てみる．輕度緯度を，隊米諸國はラテン語のlongitudoやlatitudoから直接
に傳用して來た語を用みてみるのに，ドイツでは思ひ切って明らかにMnge，
Breiteと呼んでみるなど，少々國粋過ぎるイや味をさへ畳える例ではあるけ
れど，しかし，各國々語を貴ぶといふ黒占から考へると，之れ位の意氣は有っ
ても悪くはなv・やうに思はれる．（尤も此の例については，後に，全く違った
理由から批評して見たv・黒占もあるが）．筆者自身も，同様な心持ちで，Mons
Mensaの講語として1　Lテーブル山■などといふ攣テコなものよりも，むしろ
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しひらやま■といふ日本語を探る次第である・
　（2）今日の天文學は所謂西門の弓丈學の直接系統を持ってるるのであるか
ら，天文用語は，多くの揚合に西洋語の鐸語である・從って・言覇吾言睾文の理
論から見て妥當なものを用みなければならない，筆者の意見としては，課語
の理想は，共の鐸語を灌二者が見た場合に，容易に其の原語が聯想されるの
が良いと思ふ．從って，一原語には一定の課語が定めらるべきである．例へ
ば，今日の日本語では，“　illternati．・naI”と云ふ英語をし國際的コと課すことが
一般に認められてみるのであるから，天文上にも此の習慣に習ふのが便利で
ある．“International　As亡ronomical　UIlion”は了Eにし三際天文同盟「と澤すべき
ものであて，決してし萬國天文學會■とか．世界天文會議「とかデタラメに課す
べきでないと思ふ．Jeans氏の著書の標題“The　Mysterious　ulユiverse”は，
特別な理由のない限り，し耐秘の宇宙「と課すべきものあって・決してL新物理
學の宇宙像■などと全く無關係な言葉で置き換へるべきでない，
　叉，砒會文化の歌態から見て，原語を必ずしも柔かい日本語に言睾さなくて
も良V・揚合がある。例へば，‘●Spectrum”や，“type”などは，　Lスペクト
ル「CLタイプ■のまsで邦人には理解され得るのであるから，必ずしもt分光
帯「とか，L型「とか言はないでも良からう．
　（の　日本語の中には，所謂L漢語「が非常に多い．明治時代までは，漢語で
なければ構威の無いやうにも思はれたことが：多かった．先年，議會で，軍用
語し猫立家屋「と俗語し一軒家「との比較論が出たことがあるくらゐ．學界にも
勿論此の種の語が多い・しかし，遠い將來，日本語の門門に關する見透しを
多少は考へて，（殊に電話や，ラヂオや，ロマ字運動や，カナモジ運動が相州
に進展しつNある現歌から見て，今後，漢語といふものは，減することはあ
っても，恐らく増すことはなく，漸次，耳で聞いて判る言葉に攣って行くと
の見地から）天文用語も，なるべく漢語を整理する方針を探るのが賢明と思
はれる．例へば，彗星（スィセィ）を止して彗星（ホ1キボシ）と呼どとか，L望
遠鏡■（少くとも星座名の丁合）よりもし遠眼鏡「（トウメガネ）を用みるとか・
L流星コの代りにし流れ星「と呼ぶとか．
　（4）　日進月歩の現代では，新しい語に封ずる用意が無くではならない．從
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つて，之れもやはり遠い（或は近い）將來の洞察から，不便な不適當な語を潔
く棄て」薪時代に織する紙面が必要である・“Nebula”を吾人は長くL星雲「
と嘉してみたが，近年“Star－cloud”といふ原語が用ゐられ始めた一一之れ
をL星雲「と課するより外に途が無いのであるから，cc　Nebula”の繹語を寧ろ
改めて，L星群■とすることを主張し，予行してみるのである。
　（5）今まで用みてみた課語が！革に誤繹や拙言睾であった揚合に，回れを潔く
改めて，禍根を雨脚に絶つことも當然である，L時聞■とし時亥iPとを明瞭に隔
聾すること，【海；蛇］をLヒドデと改めること，L阻隔「をL隙星■に，　L科學「を
復嬉してL疑義「に，L光度「をし光級「に………其の他，此の類は頗る多い．
　まつ，上の如く，ごく一般的な，原則的な黙を睾げて，筆者の古張の立場
を明らかにして置いて，次ぎに，もっと立ち入った論を進めたいと思ふ，天
文用語の問題については，今日の我が國の學俗界に極めて多くの關心者があ
ることと思ふし，殊にアマチュア諸君の中にも，疑問や，意見や，主張や，
希望などを李生から持ってるられる方が少なくなからうと思ふ。どなたでも，
御遠慮なく，本誌編輯部や，筆者へ，御質問，御批評，御忠言，共の他，何
でも中越して頂きたい．　よろこんで其等を伺ひ，叉，適當なものは，誌上に
獲表して，夏に廣く禎者と，研究を共にしたいと思ふ．（つづく）
　　　　　　　　　　　　天文家の暗み
　麗な夜な星を見る天文家の身に，なやましいものは決して只室に立ちふさ
がる雲や霧や雨や煙のみではありません．吾人人類の生命の親であるL大氣「
　　之れにも可なりひどくしいぢめ■られてるるのです．太陽や星は，赤と言
はす，青と言はす，すいぶん長V・波長から矩かい波長まで，あらゆる波長の
光線（即ち電波）を三って干れてるるのですが，そのうち，
　紫外線は殆んど完全に高吟大掌中の才ゾ】ンに置型され，
　赤外線は叉，酸素と水蒸氣とに大部分を奪はれます．それから，天文器械
も亦可なりいたづら者でありまして，
毒心占編｝は共に紫無論デます・顛がため駄レン噸・，ガ
ラスの代りに，石英を用ゐ，
　反射鏡は銀面の代りに，アルミニウムを用みるやうになりませう．［N・Y・T．
よりP・W・Merrill博士の談．（Dec．31，1933）］
